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大阪府下某企業において、労働安全衛生法に基づき行われた定期健康診断を受診した従業員 310名(年齢 38.7 ::t11.0 
歳、男性 252 名、女性 58 名)を対象とし、森本らの健康習慣項目(1991) を含むライフスタイル要因、口腔健康習
慣要因およびメンタルヘルス要因について 223 項目からなる自記選択式質問票による調査を行った。歯周および歯の
状況は、予めキャリブレーションを受けた歯科医師 2名が、人工照明下で、 WHO による口腔診査法に準じて診査し
た。歯周状態の指標としては、 WHO の Community Periodontal Index (CpI)の基準をもとに、個人の modified
Miller's CPI score (1991 、 CPI スコア)を各セクスタントの CPI の平均値と各セクスタントの CPI の最大値を乗じ
て算出した。また、喪失歯数は対象から第 3 大臼歯を除外し総計した。統計解析は、歯周病および喪失歯の有病状態
と種々の要因との関連性について、 Mann-Whitney の U 検定、Kruskal-Wallis 検定と χ2 検定を、さらに多変量解
析として、重回帰分析と多重ロジスティック回帰分析を行った。
対象群の CPI スコアは 0 から 14.7 に分布しており、 CPI スコアの上位 25 パーセンタイルの値は 4.0 であった。
CPI スコア順位と CPI スコア上位 25 パーセンタイルの割合を用いて歯周病有病とライフスタイル要因との関連性に
ついて二変量解析を行ったところ、年齢、飲酒習慣、喫煙習慣、歯磨回数および口腔清掃補助器具使用の有無が有意
の関連性を示した。さらに、重回帰分析を行った結果、年齢、喫煙習慣と口腔清掃補助器具使用の有無が有意に関連
し、その決定係数は 0.22 であった。また、多重ロジスティック回帰分析では、同様に上記の 3 つの要因が有意であり、
それらのオッズ比はそれぞれ 3.4、 2.1 および 2.0 で、あった。
喫煙量が歯周病有病に及ぼす影響について解析した結果、 CPI スコア平均順位は、 1 日の喫煙本数の増加とともに
高く、歯周病有病と喫煙量との聞に量一反応関係が認められた。また、飲酒量とも有意に関連しており、特にアルコ




数を算出し、 20 歳台から 50 歳台までの各年台において、低得点群と高得点群の歯周病有病状態を比較したところ、





ズ比はそれぞれ 4.3 と 3.2 であった。
以上の結果から、 CPI スコアを指標とした歯周病の有病状態に対して、喫煙習慣や飲酒習慣といったライフスタイ
ル要因や口腔清掃補助器具使用の有無という口腔健康習慣要因が独立した要因として関連することが明らかとなり、
また、喪失歯については、メンタルヘルス要因としてアレキシサイミア要因に有意の関連性が示され、歯周病および
喪失歯の有病状態に対して、口腔健康習慣要因やメンタルヘノレス要因を含むいくつかのライフスタイル要因がリスク
因子となることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は、歯周病および喪失歯の有病状態とライフスタイル要因、口腔健康習慣要因およびメンタルヘルス要因と
の関連性について調べたものである。その結果、歯周病に対して、喫煙習慣や飲酒習慣といったライフスタイル要因
や口腔清掃補助器具使用の有無という口腔健康習慣要因が独立した要因として関連することを明らかにし、また、喪
失歯については、メンタルヘルス要因としてアレキシサイミアが関連することを示した。
この論文は、歯周病および歯の喪失の予防のための有益な口腔保健情報を提供するものであり、博士(歯学)の学
位に十分値するものと認める。
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